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令和８年度 6 月会議

議員表彰

■議員１２名による一般質問を実施
■議案１２件を可決

　令和８年度荒川区議会定例会・６月会議は、６月２３日
から７月８日までの１６日間の会議期間で開かれました。

　６月２３日、２４日の本会議では、１２名の議員から区
政全般にわたり一般質問が行われました。
（一般質問の詳細は２～９ページに掲載しています。）

　６月会議では、議員から議案１件と区長から議案１１件が
提出され、いずれも原案どおり可決しました。
（各議案の審議結果は１４ページに掲載しています。） ▲６月会議の様子

■全国市議会議長会 議員表彰（35 年在職議員、15 年在職議員）

　５月２７日に開催された、第１０２回全国市議会議長会定期総会において、
同会の表彰規定に基づき、荒川区議会から４名の議員が表彰されました。

【３５年在職議員】 並木　一元　議員
　　　　　　　　 斎藤　泰紀　議員

【１５年在職議員】菅谷　元昭　議員
　　　　　　　　  竹内　明浩　議員 ▲表彰者前列左から

　竹内議員　斎藤議員　並木議員　菅谷議員
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区政の区政のここをきくここをきく

■ 学校建て替えに伴う課題について
　学校の建替えに伴い、体育館や校
庭等の利用や生涯学習センターを利
用している団体の活動場所の確保に
ついては、区の責任で探すべきであ
る。工事手法を工夫し、利用者が校
庭や体育館を利用できるよう検討す
べきと考えるが、区の認識を問う。

　利用者や学校と意見交換をし、利
用者の活動場所の確保、手続きの簡
素化、運用の統一化、既存と新規の
団体との調和等、公平で効率的な仕
組みを構築し、地域の拠点として愛
される場となるよう検討を進める。

　生涯学習センターは多くの場所が
区民の活動場所となっている。事業
の内容によっては、複数の場所を使
用して大規模なイベント等の事業を
行うこともあり、そのような団体が
引き続き円滑に事業を実施できるよ
う、配慮すべきと考えるが、区の見
解を問う。

　生涯学習センターの機能の移転後
も、各利用団体が引き続きイベント
を開催することができるよう、新た
な施設の活動スペースに加え、校庭
や体育館をあわせて使用することに
ついて、調整を進めていく。

問

答

問

答

■ 外郭団体の全体の見直しについて
　現在の外郭団体にはそれぞれ改善
すべき課題がある。経費節減の努力
や区からの補助金に頼らない団体運
営及び自主事業による収入の確保、
外部業者との連携、存在意義等につ
いて、課題の中には結論を出すべき
ものもあると考えるが、区の見解を
問う。

　外郭団体の課題と今後について、
プロジェクトチームによる検討を進
め、より効果的・効率的な取り組み
に繋げるとともに、自主財源の拡大
や質の高いサービスの提供に向けた
取り組みについても支援していく。

　新庁舎整備の際には、外郭団体を
新庁舎に配置することで、庁内の連
携強化や区民の利便性向上、重複す
る事業見直しができる。また、区の
目が届くことで、団体の改革が進む
ことにもつながると考えるが、区の
見解を問う。

　外郭団体を庁舎内に配置すること
については、新庁舎に必要な機能の
選定や配置計画を検討していく中
で、必要性や庁舎全体の機能配置と
のバランスを総合的に勘案し、様々
な可能性を探りながら検討していく。

問

答

問

答

（一般質問要旨）＊ ６ 月 2 3 日・ 2 4 日の本会議にて、一般質問が行われました。
＊二次元コードから一般質問の動画が視聴できます。

問 答＝議員からの質問 ＝区からの答弁 ＝その他の質問項目
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〇障がい者支援について
○質の高い行政サービスを担う人材の確保
○三河島、西日暮里の再開発について

そ
の
他

その他

茂木　弘
（自民党）



（一般質問要旨）区政の区政の  ここをきくここをきく

■ スタートアップを含むすべての企業
の持続的な成長支援について

　区は創業後支援の強化や大学・金
融機関とのネットワーク形成を進め
る方針を示しているが、スタートア
ップ・既存企業の継続的な成長支援
についての区の考えを問う。

　起業支援から成長支援、既存企業
の持続的発展までを一体的に支え、

「スタートアップも、地域企業も、
あらゆる企業が持続して成長できる
街」となるよう取り組んでいく。

問

答

■ 私立学校に通う児童生徒への給食費
相当支援について

　子どもに関する支援は学校種別で
はなく、子どもに着目して行われる
べきであるが、私立学校等の児童生
徒が給食費無償化の対象外である現
状について、区の認識を問う。

　私立学校への進学は、各家庭の価
値観等を踏まえた選択で、区立小中
学校とは保護者負担のあり方も異な
るため、支援の範囲は様々な視点か
ら慎重な検討が必要と考えている。

問

答

■ DX推進に関わる進捗確認と 
システムセキュリティ向上について

　脆弱性を見つける能力が非常に長
けているＡＩモデル「クロード・ミ
ュトス」に対する区の認識と、シス
テムセキュリティ対策強化のための
調査について、区の見解を問う。

　サイバー攻撃の脅威に対し、ソフ
ト・ハード両面の対策を強化してお
り、今後も常に最新の情勢を踏まえ
たセキュリティ対策を実施し、信頼
されるシステム管理に努めていく。

問

答

■ 子どもプール跡地の活用に伴う地元
商店街への支援について

　あらかわ遊園スポーツハウス増築
工事に伴い、地域団体や商店街が主
体的に取り組むイベントや活動を継
続・発展できるよう、どのように支
援を行うか、区の見解を問う。

　荒川遊園の有料エリア内を活用い
ただけるようにし、園内で大型イベ
ント等を実施する際には、可能な限
り商店街や地域団体の皆様にお声が
けを行い、地域活動を後押しする。

問

答
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〇あらかわ遊園収支改善に向けたロイヤル
ティ（固定客）向上及び包括監査報告に
対応した施策について

そ
の
他

〇物価高騰対策と区民生活支援
○ユニセフ「子どもにやさしいまちづくり

事業（CFCI）」への参加
○荒川遊園の収支改善と区民サービスの向

上

そ
の
他

大月 健弘
（ゆいの会（都民ファースト・
国民民主・あたらしい党・無所属））

菊地 秀信
（公明党）



■ 子育て世帯、子どもと若者への支援
について

　長期休業期間中、学童クラブで手
配される昼食の単価を抑えるため、
事業者に対し助成を行い養育者の負
担を軽減し、学童クラブを利用しな
い子どもにも昼食を提供すること。

　弁当宅配は学童クラブを利用する
保護者の負担軽減を目的とし、利用
しない児童への実施は想定していな
い。費用負担軽減については、所得
等に応じた減免措置を行っている。

問

答

■ ごみ集積場の散乱について
　地域住民の生活に最も身近な公共
空間の一つであるごみ集積所を清潔
で快適な環境に維持し、地域の負担
を軽減していくためにカラス被害対
策のさらなる充実が必要と考える
が、区の見解を問う。

　これまでのカラス対策を継続しつ
つ、被害の減少を図るため、今後も
他自治体などの対策を参考に研究を
重ね、地域と連携しながら集積所の
環境衛生の向上に努める。

問

答

　高等学校、高等専門学校の進学予
定者に向けた荒川区奨学資金と同等
かそれ以上の支援を大学や専門学校
などの高等教育を受ける方々にも行
うこと。また、金利が上がる中での
奨学金の返済に苦しむ若者向けに支
援を行うことを求める。

　高等教育への支援については国の
動向を注視し、支援策について調査
研究を進める。若い世代に対する奨
学金返済の支援については、国に対
して要望しているところであり、引
き続き国に対応を求めていく。

問

答

■ デジタルお買い物券について
　デジタルお買い物券の導入にあた
り、デジタルに不慣れな方々へのフ
ォローアップ体制、来年度以降の事
業継続、また、デジタルに対応した
お店を増やすための対策について区
の考えを問う。

　デジタルに不慣れな方々へのフォ
ローアップ体制の構築に努め、事業
効果や課題検証により来年度以降の
継続に向けて検討する。また、関係
団体と連携し、区のデジタル化推進
に努める。

問

答

4

○続く物価高騰から区民と区内事業者を守
るために

○健康で文化的に住まう権利の保障につい
て

そ
の
他

○若者の町会加入について
そ
の
他

北村 綾子
（共産党）

鬼頭 あきゆき
（立憲民主党）



（一般質問要旨）区政の区政の  ここをきくここをきく

■ 教育施策について
　特別な支援を必要とする児童生徒
の数は年々増加しており、自閉症・
情緒障がい特別支援学級を区独自に
設置することの必要性と緊急性が
年々高まっていると考えるが、設置
についての具体的な検討状況と開設
に向けた見通しについて、区の見解
を問う。

　現在、自閉症・情緒障がい学級の
開設に向け、教室の確保、具体的な
仕組みづくり、先進自治体の事例を
踏まえた研究を進めており、今後は、
ソフト・ハード両面を整え、３年以
内の学級設置・開設を目指す。

　災害時における児童生徒の安全確
保と保護者の負担軽減の観点から、
今後の台風等の接近時においては、
より早期の段階で判断を行う仕組み
へと改めるべきであり、その際はオ
ンライン授業を積極的に実施すべき
と考えるが、区の見解を問う。

　気象情報、鉄道状況、保護者の就
業環境や学童クラブ運営事業者への
影響なども考慮し、前日までに判断
することを原則に検討を進め、休業
の際のオンライン授業の実施体制を
整え、学びの環境を保障する。

問

答

問

答

■ 更なるごみの減量について
　昨年１０月から始まったプラスチ
ック回収について、この間のプラス
チック回収量やごみ減量効果、課題
を確認するとともに、今後のプラス
チック回収の更なる推進についてど
のように取り組んでいくのかを問
う。一方、「雑がみ」の分別はうま
くいっていない印象があり、「雑が
み」がリサイクル可能な古紙ではな
く可燃ごみとして出されてしまう大
きな理由の一つが、分別のわかりに
くさにあると思われるため、今後は
更なる周知啓発に力を入れるべきと
考えるが、区の見解を問う。

　プラスチック回収によるごみ減量
効果については、前年度比で可燃ご
み量が約７％の減量につながった一
方で、資源化可能なプラスチックが
可燃ごみの中に依然として多く混入
していたことから、引き続きわかり
やすい分別方法の周知や啓発を行っ
ていく必要がある。「雑がみ」につ
いても、混入が非常に多い資源物で
あるため、リサイクル可能な資源で
あることや、その具体的な種類や分
別方法について改めて認識してもら
い、分別に取り組んでいただくため
の効果的な施策を様々な手法により
講じていく。

問

答

5

○外国人の子供を含む児童の安全確認調査
について

○防災施策について
○自転車の青切符の開始に伴う状況と今後

の対策について

そ
の
他

鎌田 理光
（自民党）



■ 教育立区　荒川区について
　「教育立区荒川区」を掲げ、教育
環境の充実や学力の向上に向けて取
り組むこと、あわせて区のイメージ
アップにつながるよう、発信してい
くことについて区の見解を問う。

　今後は学校の建替えに合わせて教
育環境や教育の質が更に向上するよ
う取り組むとともに、区の魅力とな
る「教育の荒川区」をシティプロモ 
ーションとして広く発信していく。

問

答

■ 雨水の利用促進策
　学校の建替えや区役所新庁舎の整
備にあたり、他自治体の先行事例を
参考に水資源の有効利用を図り、雨
水を災害時のトイレ洗浄水や生活用
水に活用する施設を設置すべきと考
えるが、区の見解を問う。

　今後の新庁舎整備や、学校建替え
に際し、平時や災害時の雨水の活用
方法を想定しながら、施設ごとの必
要量や費用対効果などについて検証
を行い、調査研究を進めていく。

問

答

■ 補助９０号線計画（※）を軸にした、
エリアとしての整備について

　補助９０号線計画は、明治通りか
ら町屋駅前までを一帯としたエリア
の視点・認識を持って整備すべきと
考えるが、区の見解を問う。

　補助９０号線やこれに沿った緑
道、及び両側の荒川自然公園やゆい
の森などを面的に捉え、地域全体の
魅力向上に資する、トータルデザイ
ンされた街づくりを進めていく。

問

答

■ リンパ浮腫治療の充実
　ガンの治療後に発症する「続発性
リンパ浮腫」について、理解促進及
び区の購入費助成制度の広報活動と
区内医療機関に対してリンパ浮腫患
者を受け入れてもらうよう働きかけ
を行うことを求める。

　ホームページやがんに関する講演
会等、様々な機会を捉えて理解促進
に努め、今後の医療提供体制の動向
を注視しつつ、医師会を通して区内
医療機関へ働きかけを行っていく。

問

答

6

〇区内中小企業・事業者等への中小企業診
断士等による巡回相談の実施

そ
の
他

（※）補助９０号線：現在整備中の都市計画道路。
明治通りからサンパール荒川、自然公園、
ゆいの森を経由して町屋駅前を通過する。

清水 啓史
（ゆいの会（都民ファースト・
国民民主・あたらしい党・無所属））

○マンション管理組合への支援について
そ
の
他

松田 智子
（公明党）



（一般質問要旨）区政の区政の  ここをきくここをきく

■ 区内産業を支え発展させるため平和
主義をつらぬく区長の決意を問う

　戦争できる国づくりが進む中、平
和都市を宣言している自治体とし
て、区内産業の発展を支えていく上
で、憲法に基づいた平和主義を貫く
決意を述べることを求める。

　安定した経済活動や活力あるまち
づくりは、平和な生活の下に成り立
ち、「平和都市宣言」「人権推進指針」
に基づき、誰もが安心して暮らせる
地域社会の実現を進めていく。

問

答

■ 安心・安全の教育環境の整備として
名前のゼッケンの見直しを求める

　防犯の観点から、学校の体操着や
水着の名前のゼッケンについては不
安の声が寄せられており、ゼッケン
が本当に必要か現場の意見を聞き、
見直しの検討をすることを求める。

　名札等の着用によるリスクを低減
するための見直しがされている一
方、名札等には教育活動上の必要性
もあり、運用の実態を精査し、どの
ような工夫が可能か研究していく。

問

答

ライブ配信もあります！

本会議及び委員会の音声をYouTubeでライブ配信しています。

・STEP 1　会議当日、荒川区議会YouTubeチャンネルにアクセスしてください。
・STEP ２　「ライブ」の表示が出ている動画を選択してください。
・STEP ３　会議の開始時刻から音声が流れます。

※荒川区議会YouTubeチャンネルは、表紙の二次元コードからアクセス可能です。
※同YouTubeチャンネル及び荒川区議会ホームページでは、
　過去の会議の映像や音声も視聴することができます。

視
聴
方
法

▲荒川区議会YouTubeチャンネル
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〇住民自治、団体自治にもとづき、マイナ
ンバーカードの運用見直しを

そ
の
他

相馬 ゆうこ
（共産党）



■ 荒川区の子育て支援政策は何を目指
すのか

　荒川区が子育て世代から選ばれて
いくためには、需要に裏付けられた
攻めの政策展開が必要である。区は
子育てナンバーワンを目指すのか、
あるいは、オンリーワンとして何か
に特化するのか、子育て支援政策で
何を目指すのか、区の見解を問う。

　すべての子どもが健やかに成長で
きる環境を整え、保護者が安心して
子どもを産み育てられる社会を築く
ことが区の責務であり、子どもの笑
顔と家庭の安心を生み出すことを目
指し、施策の充実に努めていく。

　待機児童の発生を防ぐための対応
が不十分であり、待機児童が増える
形で発生しているのが現状である。
区では、待機児童の発生についてど
のように考え、解消に向け、定員拡
大や移動支援なども含めた検討状況
について具体的な見解を問う。

　送迎バス等による移動支援は、実
施において課題があると認識してい
る。待機児童解消に向け、認証保育
所や保育ママ等を積極的に周知する
とともに、定員を増やすための施策
を多角的・具体的に検討している。

問

答

問

答

　育児休業給付金の支払いが遅れ、
子育てでお金が必要なタイミング
に、貯金を切り崩すという不安な生
活を強いられるケースが増えている
ことが社会問題化している。そこで、
区が給付金を立て替えて支給するこ
とを提案するが、区の見解を問う。

　育児休業給付金の支給に係る事務
や財源は、国の責任において運営さ
れているため、区の立て替え支給は
制度上困難であると認識しており、
ご相談を受けた場合にも各ご家庭の
状況に寄り添い対応していく。

■ 家庭ごみの有料化について
　家庭ごみ有料化については、区民
への説明と現状の確認・整理が必要
である。ごみの処理は、現在も区民
がそのコストを負担しているが、有
料化における区民のメリットとデメ
リット、有料化した場合に増えるコ
ストについて、区の見解を問う。

　家庭ごみの有料化は２３区で足並
みを揃えるべき課題として特別区長
会で検証委員会を設置し検討を行っ
ている。ごみの減量等が図られる一
方、区民負担が生じるなど様々な課
題があるため、コストも含め今後検
討を深めていく。

問

答

問

答
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〇動物関係について
○路上喫煙対策について
○再開発について
○路上駐車について

そ
の
他

宮本 舜馬
（ゆいの会（都民ファースト・
国民民主・あたらしい党・無所属））



（一般質問要旨）区政の区政の  ここをきくここをきく

■ 学力向上を支える「読解力」の強化
　学力向上を図る上で、読解力は不
可欠な要素であり、読解力の健康診
断という新たな視点を教育施策に取
り入れ、読解力の強化を図るべきと
考えるが、区の見解を問う。

　第五中学校でリーディングスキル
テストを取り入れた取り組みを進め
ており、今後、効果や課題の検証、
指導法や成果事例をモデルケースと
して他校へ情報共有しながら、調査
研究を進める。

問

答

■ 若者支援について
　子ども・若者課が創設されたこと
は、区が若者支援の充実に向けて大
きく一歩を踏み出したものとして高
く評価するが、その役割と重要性に
ついて、区の認識を問う。

　子ども・若者課では、若者を取り
巻く環境変化や新たなニーズを丁寧
に把握し、様々な社会資源を子ども
から若者への成長過程における個々
の状況に応じて組み合わせ、支援に
繋げていく。

問

答

■ 花と緑の整備
　都電とバラという魅力的な資源を
活かし、現在の「バラの市」を起点
とした、数日から数週間にわたる区
民参加型の「バラフェスティバル」
への拡充を提案するが、区の見解を
問う。

　「あらかわバラの市」を中心に、
関係行事との連動やＰＲを強化する
ことで、観光資源としての付加価値
の向上と地域活性化に向けて、関係
団体等と緊密に連携しながら取り組
んでいく。

問

答

■ 公衆浴場への経営支援対策について
　原油価格の上昇や物価高騰の長期
化により中小企業が厳しい状況にあ
る中、地域に欠かすことのできない
公衆浴場に対し、実態をふまえたエ
ネルギー費支援の補助拡充の検討を
求める。

　設備改善補助金及び燃料費の補助
を中心とした支援を行い、今後も安
定して事業が継続できるよう、燃料
価格の推移等を把握し、公衆浴場組
合の意向も踏まえながら、対応して
いく。

問

答
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森本 達夫
（公明党）

〇ラングウッド地下二階の有効活用
そ
の
他

〇猛暑対策について
そ
の
他

増田 峰子
（公明党）



委員会活動の報告 常任委員会

議会運営委員会
菅谷元昭 委員長

６月３日　　　　　　　　　  
◆６月会議について
　①６月会議・初日の開会日について
　②議案の提出について
　③６月会議の会議期間について
　④一般質問等の締切日について
　⑤提出議案説明のための委員会開会について
　⑥６月会議の会議期間に係る日程について
　
６月２３日　　　　　　　　  
◆６月会議について
　①追加議案の提出について
　②東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の

選挙における候補者の推薦について
　③６月会議の会議期間について
　④議事日程について
　⑤一般質問について
　⑥６月２３日の本会議の議事の取り扱い及び

順序について
　⑦６月２４日の本会議の議事の取り扱い及び

順序について

７月８日　　　　　　　　　
◆６月会議の最終日について
　①議事日程について
　②本会議の議事の取り扱い及び順序について
　③６月会議の終了について
◆今後の議会日程について
◆行政視察について

総務企画委員会
茂木　弘 委員長

６月５日　　　　　　　　　　
◆委員会所管の組織及び分掌事務について
◆議案の提出について
　①荒川遊園Ｄ地区公園整備工事請負契約に
　　ついて
　②財産の取得 (災害用トイレ等 )について
　③包括外部監査契約の締結について
◆所管事項調査
　①区内外の所管施設調査について
　②行政視察について
◆委員会付託事項　
　①請願・陳情について
◆常任委員会定例日について

６月２５日　　　　　　　　　
◆付託された議案について
　①荒川遊園Ｄ地区公園整備工事請負契約
　②財産の取得 (災害用トイレ等 )について
　③包括外部監査契約の締結について
　④令和８年度荒川区一般会計補正予算
　　（第２回）
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▲荒川遊園Ｄ地区整備イメージ



福祉・区民生活委員会
松田智子 委員長

文教・子育て支援委員会
鎌田理光 委員長

６月８日　　　　　　　　　　
◆委員会所管の組織及び分掌事務について
◆議案の提出について
◆所管事務事業説明
　①幼稚園等の通園状況について
　②荒川区の保育の状況について
　③令和８年度区立幼稚園等・小中学校の就学
　　状況について
　④放課後児童事業の実施状況について
◆所管事項調査
　①区内外の所管施設調査について
　②行政視察について
◆委員会付託事項
　①請願・陳情について
◆常任委員会定例日について

６月２９日　　　　　　　　　　
◆付託された議案について
　①荒川区家庭的保育事業等の設備及び運営
　　の基準に関する条例等の一部を改正する
　　条例
　②荒川区特定教育・保育施設及び特定地域型
　　保育事業の運営の基準等に関する条例の
　　一部を改正する条例
　③荒川区幼保連携型認定こども園の学級の
　　編制、職員、設備及び運営の基準に関する
　　条例の一部を改正する条例
　④措置費共同経理課を共同設置する特別区
　　の数の増加及び児童相談所を設置する特
　　別区における措置費共同経理課の共同設
　　置に関する規約の変更について
◆区外所管施設調査について

６月５日　　　　　　　　　　
◆委員会所管の組織及び分掌事務について
◆議案の提出について
　①荒川区特別区税条例の一部を改正する条
　　例について
◆所管事務事業説明
　①防犯対策の今後の充実について
◆所管事項調査
　①区内外の所管施設調査について
　②行政視察について
◆委員会付託事項
　①請願・陳情について
◆常任委員会定例日について

６月２５日　　　　　　　　　　
◆付託された議案について
　①荒川区特別区税条例の一部を改正する条
　　例
◆所管事務事業説明
　①令和９年度以降における区民保養所ホテ
　　ルグリーンパール那須の取扱い（案）につ
　　いて

11

▲ホテルグリーンパール那須



産業・まちづくり委員会 震災・災害対策調査特別委員会
宮本舜馬 委員長 夏目亜季 委員長

特別委員会

６月８日　　　　　　　　　　
◆委員会所管の組織及び分掌事務について
◆所管事務事業説明
　①地域交通の取組状況について
◆所管事項調査
◆常任委員会定例日について

６月２９日　　　　　　　　　　
◆所管事務事業説明
　①区道及び区立公園等の樹木の状況に
　　ついて

６月１０日　　　　　　　　　
◆調査研究事項
　①「あらBOSAI2026」の実施結果及び「あ
　　らBOSAI2027」の実施概要について

ほか

花と緑推進調査特別委員会
清水啓史 委員長

６月１５日　　　　　　　　　
◆調査研究事項
　①区の木「サクラ」、区の花「ツツジ」の状況

について　� ほか

観光・シティプロモーション
調査特別委員会

菊地秀信 委員長

６月１２日　　　　　　　　　
◆調査研究事項
　①『Pokémon GO』自治体連携事業への参加
　　について　　　　　　　　　� ほか

６月１６日　　　　　　　　　
◆調査研究事項
　①令和８年度財政援助団体の取り組みについて

ほか

財政援助団体調査特別委員会
斎藤泰紀 委員長
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■常任委員会
　産業・まちづくり委員会
　・環境清掃部、産業経済部及び防災都市づく

り部に関する事項

■特別委員会
　観光・シティプロモーション調査特別委員会
　・観光振興に関すること
　・シティプロモーションに関すること
　・観光に係る交通アクセスに関すること

　花と緑推進調査特別委員会
　・花と緑の基本計画に関すること
　・区の木、区の花に関すること

令和８年度から
新たに設置された
委員会を紹介します



　５月３０日～７月８日の間、７団体が行政視察で来訪されました。
ありがとうございました。

日　程 視察受入議会名 主な視察項目

６月１５日 兵庫県神戸市会 荒川区細街路拡幅整備事業について

６月２２日 静岡県御殿場市議会 豊かな心を育む読書のまちづくり条例について

６月２６日 静岡県浜松市議会 ゆいの森あらかわについて

７月　６日 佐賀県唐津市議会 中学校防災部の取り組みについて

７月　７日 大阪府守口市議会 高齢者向けｅスポーツ交流事業について

７月　７日 富山県富山市議会 荒川区民総幸福度（GAH）について

７月　８日 兵庫県小野市議会 防災・防犯カメラネットワークシステム整備の取り
組みについて

▲

浜
松
市
議
会 

様

▲

守
口
市
議
会 

様

全国の議会が視察に訪れています

▲

富
山
市
議
会 

様

令和７年度は 33件の視察を受け入れました

件数が多かった視察内容

No.1

No.2

No.3

ゆいの森あらかわ・区立図書館・
読書のまちづくり関連【13件】

中学校防災部【７件】

荒川区民総幸福度（GAH）【４件】

全国各地の議会が
視察に訪れているよ
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令和８年度定例会・６月会議

○賛成　×反対　太字は討論のあったことを示す

議 案 名・議 案 の 説 明 
会 派 名 ・ 結 果

（数字は会派人数)

自

民

党

公

明

党

ゆ
い
の
会

共

産

党

立
憲
民
主
党

維
新
・
子
育
て
の
会

結
　
　
果

11 ６ ６ ５ ２ １

議員提出議案（１件）

東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選
挙における候補者の推薦について 推薦する者　並木一元議員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

区長提出議案（11件）

荒川区家庭的保育事業等の設備及び運営の基
準に関する条例等の一部を改正する条例

法改正に伴い、満３歳以上限定小規模保育事業に
関する基準等を改める

○ ○ ○ × ○ ○ 可決

荒川区特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営の基準等に関する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ × ○ ○ 可決

荒川区幼保連携型認定こども園の学級の編
制、職員、設備及び運営の基準に関する条例
の一部を改正する条例

基準の改正に伴い、主務養護教諭を追加 ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

荒川区特別区税条例の一部を改正する条例 法改正に伴い、軽自動車税のグリーン化特例の２
年延長ほか、規定を整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

荒川遊園Ｄ地区公園整備工事請負契約
造園、建築、電気・機械設備工事
上園・綜合・六創建設共同企業体
契約金額　９７４，１６０千円

〇 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産の取得（災害用トイレ等）について
災害用トイレ、蓄電池等購入

（社）東京コロニー
契約金額　２４１，２３２千円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

児童相談所を設置する特別区における措置費
共同経理課の共同設置に関する規約の変更に
ついて

新たに児童相談所設置　杉並区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

包括外部監査契約の締結について 松石滋樹氏
契約金額　８，４１８千円（上限） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 推薦する者　池田明子氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○

適当
との
意見

令和８年度荒川区一般会計補正予算
（第２回）

子育て施設等への物価高騰対策補助事業を実施
補正額　６２，１２９千円 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 可決

荒川区監査委員の選任同意について 選任する者　斎藤泰紀議員 ○ ○ ○ × ○ ○ 同意

（
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
・
国
民
民

主
・
あ
た
ら
し

い
党
・
無
所
属
）

▲各議案の概要はこちらから
（区議会HＰ）

議案の審議結果

議案とは？

　区議会で審議する事柄は「議案」として、区長・議員・委員会の
いずれかにより、区議会に提出されます。
　提出された議案を審議し、本会議において「可決」「否決」といっ
た区議会としての意思を決定することを「議決」と言います。

なるほど～
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〒 116-8501　東京都荒川区荒川２-２-３　
TEL 03-3802-3111（代表）　ホームページアドレス https://www.city.arakawa.tokyo.jp/gikaisenkyo/kugikai/kugikai.html
編集・発行／荒川区議会	 メールアドレス kugikai@city.arakawa.lg.jp

＊９月会議は、９月１４日（月）からの開会を予定しています。

凡例（会派）

自由民主党
荒川区議会議員団

維新・
子育ての会

日本共産党
荒川区議会議員団

ゆいの会
（都民ファースト・

国民民主・あたらしい党・
無所属）

立憲民主党
荒川区議団

公明党
荒川区議会議員団

増田峰子

菊地秀信

保坂正仁

（欠番）

山口幸一郎

森本達夫

松田智子

北村綾子

小島和男

山本　剛

宮本舜馬

清水啓史

斉藤邦子

相馬ゆうこ

横山幸次

花澤昭信

大月健弘

竹内明浩

西川浩平

明戸真弓美

北城貞治

並木一元

若林由季

菅谷元昭

茂木　弘

斎藤泰紀

（令和8年7月8日現在）

議長席

演壇

傍聴席（80席）　車いす用スペース（２席分）

鎌田理光 夏目亜季 土橋圭子

山田晴美

久家しげる 鬼頭あきゆき

本会議場　議席図


